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ダニ媒介性感染症

細菌感染

・ライム病 ④

・回帰熱 ④

・野兎病 ④

ウイルス感染

・SFTS ④

・ダニ媒介脳炎 ④

・クリミアコンゴ出血熱 ①

・オムスク出血熱 ④

・キャサヌル森林熱 ④
リケッチア感染

・日本紅斑熱 ④

・ツツガムシ病 ④

・ロッキー山紅斑熱 ④



イボマダニ（日本にいない）が媒介
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松江日赤
2020〜2023年

日本紅斑熱 21例
地域と季節



ダニ咬傷の地域偏在

SFTS

日本紅斑熱

当院の解析（2020年〜2023年）
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SFTS（重症発熱性血小板減少症候群） 日本紅斑熱 ツツガムシ病

症状

発熱
刺口
皮疹：なし

意識障害、不随意運動

消化器症状：多い
リンパ節腫脹：少ない

発熱
刺口
皮疹：四肢、手掌・足底に目立つ

小さめの紅斑

消化器症状：半数
リンパ節腫脹：少ない

発熱
刺口
皮疹：体幹に目立つ

大きめの紅斑

消化器症状：半数
リンパ節腫脹：多い

検査

WBC減少
血小板減少
軽度の肝機能障害
CRP陰性

WBC減少
血小板減少
軽度の肝機能障害
CRP上昇

WBC減少
血小板減少
軽度の肝機能障害
CRP上昇

治療 アビガン ミノマイシン±キノロン ミノマイシン

致死率 10〜30% 1% 0.5%



松江日赤
2020〜2023年

SFTS 4例

日本紅斑熱 21例

ツツガムシ 0例

全例CRP<1.0

ブニヤウイルス科フレボウイルス属

ブニヤウイルス科

2009年ミズーリ州で分離。
発熱、倦怠感、下痢、血小板減少、白血球減少。
記憶障害、食欲衰退あり。
その後ゆっくり回復。

SFTSウイルス

ハートランドウイルス

神経症状（意識障害・ミオクローヌス・振戦）が多い



％
Plt 低下 <15万 95.2
WBC 低下 ＜400 4.8
AST 上昇 >正常 100
ALT 上昇 >正常 71.4
CPK 上昇 >正常 42.9
CRP 上昇 >5.0 100
Cre 上昇 >1.0 29 
Na 低下 <135 66.6
ICU/HCU 23.8
透析 9.5
人工呼吸 9.5
DIC 42.9
発熱 100
皮疹 95.2
刺口 76.2
消化器症状 23.8
筋肉痛 28.6
頭痛 14.3

松江日赤
2020〜2023年

SFTS 4例

日本紅斑熱 21例

ツツガムシ 0例



SFTS
・皮疹がない、消化器症状が強い
・意識障害、不随意運動
・血小板低下、CRP陰性、代謝性アシドーシス
・重症 ＊合併感染（細菌感染）に注意

日本紅斑熱
・手掌と足底の小さい皮疹
・血小板低下、CRP上昇
・重症化することもある

ツツガムシ
・体幹の大きい皮疹、リンパ節腫脹
・血小板低下、CRP上昇
・当院では稀



手掌・足底の皮疹



age 71.9(67~81.5) 74.6(68~85.5) 0.79

male 7/14 1/7 0.11

on-abx 4.07(3~5) 4.86(3.5~6.5) 0.47

SOFA 1.93(1~2) 6.43(3~9.5) 0.02

Plt 10.4(8.5~12.6) 9.4(7.3~11.2) 0.4

WBC 8.2(6.6~10) 13.(9.6~14.2) 0.06

AST 74.645.6~91.3) 143.3(70~133) 0.14

ALT 52.9(27~71.3) 72.6(33.5~69) 0.71

CPK 200.6(88.3~259.3 292.9(136~316) 0.44

CRP 15.4(8.98~20.3) 22.3(19.3~23.2) 0.07

Cre 0.93(0.63~0.89) 3.41(1.34~5.18) 0.01

Na 132.5(131~139) 130.4(128~132) 0.23

Ct 38.1(37.1~39.7) 33.7(32.0~34.9) <0.01

入院後増悪入院後改善

松江日赤
2020〜2023年

日本紅斑熱 21例

・重症度（SOFA）
・腎機能（Cre）
・菌量（Ct値）

は予後不良因子

死亡１例



ダニ？
• 刺口

• 消化器症状

• 居住地

• 季節

Step１ Step２

• 発熱

• 皮疹

• 肝障害

• 血小板低下
• 皮疹性状

• 意識障害

• CRP

ダニ !

Step３

どのダニ？

Step４

予後は？

• 腎機能

• Ct値



・発熱、皮疹、肝障害、血小板低下からダニを疑う

・季節と居住地はヒントになる

・それぞれの疾患に特徴がある

手掌・足底の皮疹 → 日本紅斑熱

体幹の皮疹・リンパ節腫脹 → ツツガムシ病

消化器症状、意識障害 → SFTS

・CRPでリケッチアとウイルスを識別できる

まとめ
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